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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

８
月
29
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
５
時
30
分（
予
定
）

集
合
・
コ
ー
ス　

協
会
午
前
10
時
↓
梅
田
（
元
中
央
郵
便
局

前
）
午
前
10
時
30
分
↓
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
西
宮
工
場
↓

焼
肉
か
ま
や
（
昼
食
）
↓
長
田
地
区
（
鉄
人
28
号
）

↓
協
会

会
費　

１
万
円
（
小
学
生
以
下
３
千
円
）

最
少
催
行
人
数　

20
人

「
特
選
神
戸
牛
を
食
べ
る
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」

大
阪
市
東
部
地
区
主
催
・
大
阪
市
北
部
地
区
共
催

玉
出
の
滝
が
あ
る
の
だ
。
滝

と
言
え
ば
川
が
あ
る
は
ず
だ

が
、
ど
う
や
ら
水
源
は
地
下

水
の
よ
う
だ
。
つ
い
で
に
、

飲
用
不
可
と
い
う
の
が
笑
え

る
。
舞
台
の
周
り
は
、
お
墓

で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
ち
ょ
っ

と
気
が
引
け
る
が
、
細
い
周

り
の
道
を
舞
台
ま
で
い
け

ば
、
眺
め
は
か
な
り
よ
い
。

い
、
現
在
で
は
寺
周
辺
に
店

は
な
い
。

　

実
の
と
こ
ろ
、
私
自
身
地

図
上
で
は
上
町
台
地
は
知
っ

て
い
た
が
、
情
け
な
い
話
、

東
京
と
は
違
い
、
大
阪
に
坂

な
ど
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ

た
の
で
、
短
い
坂
な
が
ら
結

構
情
緒
も
あ
っ
て
、
お
ど
ろ

い
て
し
ま
っ
た
。
運
河
を
巡

に
な
っ
た
の
も
想
像
で
き
る

気
が
す
る
。
京
都
に
行
く
に

は
、「
船
で
行
き
一
日
、
帰

り
半
日
」
と
い
わ
れ
て
い
た

そ
う
だ
か
ら
、
京
都
の
気
分

を
近
く
で
味
わ
え
る
と
い
う

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。

　

門
前
に
は
「
浮
瀬
」
と
い

う
料
亭
ま
で
あ
っ
た
そ
う

だ
。
巨
杯
で
の
一
気
飲
み
で

有
名
だ
っ
た
そ
う
だ
が
、
現

在
は
、
隣
接
す
る
学
校
の
校

は
、
娯
楽
施
設
で
あ
る
道
頓

堀
川
の
南
岸
の
芝
居
小
屋
ま

で
で
、
あ
と
は
、
田
畑
が
延

々
と
続
く
だ
け
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
寺
町
は
南
側
に
異

常
に
長
い
の
が
わ
か
る
。
大

阪
城
は
三
方
川
で
守
ら
れ
て

い
る
が
、
唯
一
南
側
だ
け
に

不
備
が
あ
っ
た
。
い
ざ
と
な

っ
た
時
に
、
塀
を
高
く
囲
っ

た
寺
が
、
砦
の
役
割
を
担
え

る
よ
う
に
大
阪
市
内
か
ら
こ

ち
ら
に
集
め
ら
れ
た
そ
う
で

居
神
社
。
戦
闘
は
や
は
り
南

側
で
激
し
か
っ
た
よ
う
だ
。

道
の
両
側
が
塀
で
囲
ま
れ
た

町
並
み
は
綺
麗
だ
が
、
今
と

な
っ
て
は
、
防
衛
か
ら
も
観

光
か
ら
も
取
り
残
さ
れ
た
感

じ
が
す
る
。
唯
一
繁
昌
し
て

い
る
の
が
、
無
縁
仏
で
有
名

な
一
心
寺
。
南
面
に
お
寺
さ

ん
と
は
思
え
な
い
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
ビ
ル
が
建
ち
、

東
面
に
は
、
こ
ん
な
の
あ
る

の
か
と
思
え
る
、
近
代
的
な

（
？
）
仁
王
さ
ん
が
建
っ
て

い
た
。
大
阪
の
寺
は
京
都
と

違
い
拝
観
料
は
ほ
ぼ
無
料

で
、
大
阪
の
寺
や
神
社
の
経

営
は
大
変
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
う
い
え
ば
、
大
阪
の

ラ
ブ
ホ
テ
ル
は
お
寺
さ
ん
と

隣
接
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
結

構
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る

が
、
私
の
気
の
せ
い
だ
ろ
う

か
。

 

（
新
聞
部
・
谷
聰
）

あ
る
。

　

徳
川
家
康
も
大
阪
の
陣
の

時
、
本
陣
は
城
の
南
側
に
位

置
す
る
茶
臼
山
で
あ
っ
た
。

真
田
幸
村
が
戦
死
し
た
の

は
、
清
水
寺
の
す
ぐ
南
の
安

内
に
ひ
っ
そ
り
碑
だ
け
が
残

っ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
、
大
阪
城
か
ら

武
家
屋
敷
の
あ
と
、
四
天
王

寺
ま
で
、
寺
が
び
っ
し
り
続

い
て
い
た
そ
う
だ
。
町
屋

ら
し
た
町
人
街
と
対
照
的

な
、
森
と
山
の
静
か
な
寺
町

が
す
ぐ
近
く
に
あ
っ
た
の

で
、
江
戸
時
代
の
大
阪
庶
民

の
気
軽
に
行
け
る
お
参
り
と

観
光
と
を
か
ね
る
ス
ポ
ッ
ト

だ
。
こ
の
辺
は
、
夕
陽
丘
と

言
う
が
、
大
昔
は
夕
陽
が
沈

む
の
が
大
変
綺
麗
な
所
だ
っ

た
こ
と
か
ら
来
て
い
る
。
清

水
坂
は
上
町
台
地
の
寺
町
に

あ
が
る
天
王
寺
の
七
坂
の
一

つ
で
、
京
都
の
清
水
坂
と
同

様
に
石
畳
や
街
灯
、
寺
に
は

石
垣
も
あ
る
が
、
京
都
と
違

　

そ
の
昔
江
戸

時
代
、
舞
台
は

今
と
違
っ
て
京

都
と
同
じ
木
製

で
、
大
阪
湾
か

ら
、
淡
路
島
ま

で
見
え
た
そ
う

夕
陽
丘
界
隈

夕
陽
丘
界
隈

219

大
阪
で
味
わ
う
京
気
分

夕陽丘の小さな「清水さん」

　

清
水
寺
（
き
よ
み
ず
で

ら
）
と
い
え
ば
、
多
く
の
人

が
京
都
を
思
い
浮
べ
る
が
、

大
阪
に
も
清
水
寺
（
き
よ
み

ず
で
ら
）
が
あ
る
の
を
ご
存

じ
だ
ろ
う
か
？
地
下
鉄
谷
町

線
「
四
天
王
寺
前
夕
陽
ヶ

丘
」
駅
５
番
出
入
口
か
ら
少

し
南
に
い
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
。
京
都
の
清
水
さ
ん
は
、

大
き
な
お
寺
だ
が
、
こ
ち
ら

は
ご
く
小
さ
な
寺
。
し
か

し
、
京
都
を
模
倣
し
て
建
て

ら
れ
た
の
で
、
通
天
閣
が
大

き
く
見
え
る
清
水
の
舞
台
、

上
町
台
地
の
上
に
あ
る
か
ら

清
水
坂
、
極
め
つ
き
は
、
大

阪
唯
一
の
天
然
の
滝
と
い
う

　

日
常
臨
床
で
は
、
イ
ン
レ

ー
や
ク
ラ
ウ
ン
・
ブ
リ
ッ

ジ
、
義
歯
な
ど
を
装
着
す
る

時
や
そ
の
経
過
観
察
時
、
顎

関
節
症
患
者
の
ス
プ
リ
ン
ト

調
整
、
歯
周
組
織
へ
の
過
大

な
負
荷
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

た
い
時
な
ど
、
咬
合
調
整
を

必
要
と
す
る
場
面
に
少
な
か

ら
ず
遭
遇
す
る
。

　

こ
の
時
、
咬
合
調
整
は
ど

の
程
度
丁
寧
に
行
え
ば
よ
い

の
で
あ
ろ
う
か
。
咬
合
の
高

い
ク
ラ
ウ
ン
を
仮
着
し
た

り
、
咬
合
面
に
種
々
の
厚
み

の
金
属
板
を
接
着
し
て
咬
合

を
高
く
し
て
、
咀
嚼
筋
や
歯

周
組
織
、
歯
髄
な
ど
の
反
応

を
調
べ
た
研
究
結
果
は
、
誤

差
10
㎛
以
下
で
咬
合
調
整
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　

口
腔
内
で
フ
リ
ー
ハ
ン
ド

で
削
合
す
る
咬
合
調
整
で
誤

差
10
㎛
以
下
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
厚
さ
35
㎛
の
咬
合
紙
の

色
の
抜
け
方
を
指
標
に
す
れ

ば
、
こ
の
精
度
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

咬
頭
嵌
合
位
と
偏
心
位
に

お
け
る
咬
合
調
整
は
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ

う
か
？　

咬
頭
嵌
合
位
並
び

に
偏
心
位
に
お
け
る
咬
合
接

触
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
、
そ
の
実
態
を
顎
運

動
や
歯
の
運
動
と
の
関
連
を

含
め
て
お
示
し
す
る
こ
と
で

こ
の
問
い
の
解
答
に
迫
り
た

い
。

　

ヒ
ト
は
、
咬
合
状
態
に
応

じ
て
あ
る
部
位
で
咬
合
接
触

す
る
こ
と
を
避
け
た
り
、
特

定
の
部
位
で
噛
も
う
と
し
た

り
す
る
。
ヒ
ト
の
こ
の
よ
う

な
性
質
が
す
べ
て
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
訳
で
は
無
い

が
、
あ
る
程
度
解
明
が
進
ん

で
い
る
も
の
に
、
東
京
医
歯

大
の
加
藤
ら
が
提
唱
し
て
い

る
「
主
機
能
部
位
」
と
、
徳

島
大
学
が
提
唱
し
て
い
る

「
顎
機
能
制
御
系
」
と
い
う

考
え
方
が
あ
る
。
食
片
圧
入

や
顎
関
節
脱
臼
を
防
止
す
る

た
め
に
与
え
る
べ
き
咬
合
接

触
の
あ
り
方
が
示
さ
れ
て
い

る
な
ど
、
理
解
し
て
い
れ
ば

臨
床
に
役
立
つ
こ
と
が
多
い

の
で
、
こ
れ
ら
の
考
え
方
を

紹
介
し
た
い
。

　

患
者
に
と
っ
て
望
ま
し
い

咬
合
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
咬
合
面
を
削
る
だ
け
で

目
的
を
達
成
で
き
る
こ
と
は

そ
れ
程
多
く
は
な
い
の
で
、

必
要
な
咬
合
接
触
を
付
与
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に

つ
い
て
も
触
れ
た
い
。

え
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

　

講
話
後
、

下
山
し
旬
の

味
覚
の
精
進

料
理
に
舌
鼓

を
打
っ
た
。

に
指
定
さ
れ
た
木
像
立
像
に

間
近
で
触
れ
、
鞍
馬
寺
貫
主

・
信
楽
香
仁
氏
の
講
話
を
聞

い
た
。
信
楽
氏
は
「
都
会
で

は
感
じ
る
事
の
で
き
な
い
木

々
の
恵
み
、
水
の
大
切
さ
を

感
じ
、
充
電
の
場
・
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
の
場
に
な
れ
ば
と
考

　

女
性
医
師
歯
科
医
師
の
会

は
13
日
、
京
都
の
鞍
馬
寺
に

足
を
伸
ば
し
た
（
写
真
）。

雨
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
医

師
や
歯
科
医
師
、
家
族
ら
23

人
が
参
加
し
た
。

　

霊
宝
殿
ま
で
長
い
階
段
を

上
り
、
国
宝
や
重
要
文
化
財

京
都
・
鞍
馬
寺
で
講
話
聞
く

女
性
医
師
歯
科
医
師
の
会

７　 月　 度
生涯研修抄録

咬
合
調
整
の
基
礎
と
臨
床

坂
東　

永
一
（
徳
島
大
学
名
誉
教
授
）

各種無料相談室

（法律相談）
日時　７月12日（月）
　　　午後２時～４時
応対　河村武信弁護士

（雇用相談）
日時　７月15日（木）
　　　午後２時～４時
応対　桂好志郎社労士

（税務相談）
日時　７月21日（水）
　　　午後２時～５時
応対　西村博史税理士

※ 相談時間はお一人30
分です。お問い合わ
せは協会まで。

日
時　

７
月
17
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）　

定
員　

１
０
０
人　
　

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

内
容　

検
査
、
画
像
診
断
、
処
置
、
手
術

※ 

『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
（
２
０
１
０
年
４
月
版
）』、『
２

０
１
０
年
改
定
の
要
点
と
解
説
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

（
第
３
回
は
９
月
18
日
）

第
2
回
社
保
講
習
会

日
時　

７
月
31
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時
30
分

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
会
議
室
（「
天
満
橋
」
駅
す
ぐ
）

講
師　

吉
田
春
陽
氏
（
守
口
市
開
業
）　

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
要
介
護
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
訪
問
口
腔
ケ
ア
」

北
河
内
地
区
講
習
会

日
時　

７
月
24
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
６
時

会
場　

と
み
も
と
歯
科（
地
下
鉄
「
朝
潮
橋
」
駅
徒
歩
10
分
）

講
師　

冨
本
昌
之
氏
（
歯
科
臨
床
・
学
術
学
会
部
講
師
）
他

会
費　

５
千
円　
　

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

※
実
習
で
は
、「
モ
リ
タ
」
の
バ
キ
ュ
ー
ム
を
使
用

ア
シ
ス
タ
ン
ト
ワ
ー
ク
基
礎
編「
バ
キ
ュ
ー
ム
テ
ク
ニ
ッ
ク
」

日
時　

８
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

小
澤
力
氏
（
社
保
研
究
部
講
師
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
訪
問
診
療
の
導
入
と
そ
の
保
険
請
求
」

西
部
地
区
講
習
会

日
時　

８
月
29
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

会
費　

５
千
円

講
師　

福
池
久
恵
氏
（
歯
科
臨
床
・
学
術
学
会
部
員
）

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

ス
ケ
ー
リ
ン
グ
・
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

７
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人　

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円


